
 

 

 

 

２ ０ １ ８年１ １月２８日 

株式会社Ｎ Ｔ Ｔ ド コモ 

東 武 鉄 道 株 式 会 社 

 

５Ｇを用いたＳＬ大樹への超高精細ライブ映像伝送に成功 

～新たな観光体験の創出に向けて～ 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）と東武鉄道株式会社（以下、東武鉄道）は、２０１８年１１月１２日（月）、 

１６日（金）に、栃木県日光市の東武鬼怒川線で運行している「ＳＬ大樹」において、４．５ＧＨｚ帯および     

２８ＧＨｚ帯の両周波数帯における第５世代移動通信方式（以下、５Ｇ）を用いた映像伝送試験に成功しました。 

 

日本の社会構造の変化などによって地方創生に向けた動きが進む中、次世代のＩＣＴ基盤インフラとして 

期待される５Ｇの研究開発を進めるドコモと、日光・鬼怒川エリアの活性化策として昨年ＳＬ運転を復活させた

東武鉄道が協力し、５Ｇを活用した観光地における新たな観光コンテンツ創出をめざした実証試験を実施   

しました。 

 

具体的には、東武鬼怒川線沿いの鬼怒川橋梁付近に５Ｇ通信エリアを構築し、ＳＬが５Ｇ通信エリアを通過

する間に、橋梁から８Ｋカムコーダーで撮影したＳＬのライブ映像を客車に向けて５Ｇで伝送しました。これに 

より、将来的にＳＬに乗車しているお客さまに対して、乗車中の客車を力強くけん引するＳＬの勇姿を超高精細

ライブ映像で楽しむ新観光体験の実現に寄与するものとなります。 

また、４Ｋ映像コンテンツ配信システムを用いて、ＳＬが同５Ｇ通信エリアを通過する間に、多数の４Ｋ映像 

ファイルを客車内へ一括伝送し、複数のスマートフォンやノートＰＣに対して配信する試験にも成功しました。 

本試験を通して、東武鉄道に約半世紀ぶりの復活を遂げたＳＬと最先端のＩＣＴ技術である５Ｇを融合させる

ことが、「鉄道産業文化遺産」であるＳＬの乗車体験をより印象的な観光体験として提供できることを実証し、 

観光分野の発展に寄与できることを確認しました。 

 

なお、本試験は、ドコモが実施主体となり総務省から請け負った平成３０年度５Ｇ総合実証試験「屋外に  

おいて平均４－８Ｇｂｐｓの超高速通信を可能とする第５世代移動通信システムの技術的条件等に関する調査

検討」として実施しました。 

 

今回の試験の成果は、２０１８年１１月２８日（水）から１１月３０日（金）までパシフィコ横浜で開催される  

「Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ Ｗｏｒｋｓｈｏｐｓ ＆ Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ ２０１８」、および２０１８年１２月６日（木）、７日（金）に東京   

ビッグサイトで開催される「ＤＯＣＯＭＯ Ｏｐｅｎ Ｈｏｕｓｅ ２０１８」において展示します。 

 

ドコモと東武鉄道は、２０２０年に向け５Ｇのネットワーク構築やサービス創出などの先端技術の発展に貢献

してまいります。 

 

本件に関する報道機関からのお問い合せ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

５Ｇイノベーション推進室 ５G 方式研究グループ 

ＴＥＬ：０４６－８４０－３４７０ 

東武鉄道株式会社 

広報部 

ＴＥＬ：０３－３６２１－５６４０ 
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試験の概要 

１．実施時期 

２０１８年１１月１２日（月）、１６日（金） 

 

２．試験内容 

本試験は、日本電気株式会社（以下、日本電気）、シャープ株式会社（以下、シャープ）、株式会社     

インフォシティ（以下、インフォシティ）のご協力のもと実施いたしました。 

ドコモは東武鬼怒川線の線路沿いにある栃木県日光市の鬼怒川（中岩）橋梁上に、４．５ＧＨｚ帯と     

２８ＧＨｚ帯の５Ｇ通信エリアを構築しました。具体的には日本電気の提供する４．５ＧＨｚ帯の５Ｇ基地局を  

１局、また同じく日本電気の提供する２８ＧＨｚ帯の５Ｇ基地局を３局配置しました。一方、東武鉄道が    

東武鬼怒川線で運行する「ＳＬ大樹」の客車内には、座席付近の窓に面して、日本電気の提供する      

４．５ＧＨｚ帯および２８ＧＨｚ帯の５Ｇ移動局を１局ずつ配置しました。 

 

 

図１．試験構成 

 

以上の５Ｇ試験環境を用いて、「ＳＬ大樹」が鬼怒川橋梁付近を走行する約２００ｍの区間において以下の 

試験を行い、４．５ＧＨｚ帯および２８ＧＨｚ帯の両５Ｇ装置で試験※に成功しました。 

 

① ８Ｋライブ映像伝送試験 

鬼怒川（中岩）橋梁付近にシャープの提供する８Ｋカムコーダーを設置し、ＳＬの走行シーンを車外から

８Ｋの超高精細映像で撮影しました。撮影した８Ｋライブ映像は同じくシャープの提供する８Ｋ映像伝送

システムを使用して５Ｇを介してＳＬへ伝送しました。この８Ｋ映像伝送には平均約８０Ｍｂｐｓのデータ 

レートが必要となりますが、５Ｇの超高速通信により安定した映像伝送を実現しました。ＳＬ客車内では

最新鋭の６０インチ８Ｋディスプレイを設置し、５Ｇ通信エリアにおいて途切れることなく受信した８Ｋ  

ライブ映像を表示することができました。これにより、お客さまが乗車している客車を牽引するＳＬの  

勇姿を、客車内から楽しむ新しい観光体験を実現できます。 

別紙 



 

 

図２．８K ライブ映像伝送試験の様子 

 

② ４Ｋ映像コンテンツ配信試験 

インフォシティの提供する映像サーバを５Ｇ基地局付近に設置し、予め収録したＳＬ走行シーンや日光・

鬼怒川エリアの観光コンテンツなどの多数の４Ｋ映像ファイルを、５Ｇをバックホールとして利用しＳＬに

向けて伝送しました。客車内に設置したキャッシュサーバにおいて５Ｇで伝送された映像コンテンツを 

蓄積し、無線ＬＡＮにより複数の携帯端末に配信しました。４．５ＧＨｚ帯では橋梁付近を通過する４７秒

の間に、最大１．３ＧＢの映像コンテンツ（３０秒の４Ｋ映像クリップ１１個分相当）を、２８ＧＨｚ帯では  

同じく５８秒の間に、最大１．９ＧＢの映像コンテンツ（３０秒の４Ｋ映像クリップ１７個分相当）を伝送し、

車両内で配信できることを確認しました。これにより、移動中の列車内におけるエンターテインメント  

体験や観光エリアの情報収集をより楽しく快適なものにすることができます。 

 

 
図３．４K 映像コンテンツ配信試験の様子 

 

③ 無線伝送スループット測定試験 

日本電気の提供する５Ｇ基地局は、ビームフォーミング機能およびビーム追従機能を備えており、  

走行中の「ＳＬ大樹」に対する５Ｇ伝送において、４．５ＧＨｚ帯では６００Ｍｂｐｓ超、２８ＧＨｚ帯では    

２Ｇｂｐｓ超の最大スループットを観測しました。４．５ＧＨｚ帯では１局の基地局で橋梁付近全体を５Ｇ 

通信エリア化することができました。一方、２８ＧＨｚ帯では、コアネットワーク装置を介した複数基地局

の連携により、３局間のハンドオーバに成功しました。 

 



 
図４．試験に使用した５Ｇ装置 

 

 

３．使用周波数帯 

４．５ＧＨｚ帯および２８ＧＨｚ帯 

 

４．試験イメージ（画像・動画） 

 

 

図５．試験風景 

 

試験模様を下記の動画でご覧いただけます。 

https://youtu.be/R10bRTxxeu8 

  

https://youtu.be/R10bRTxxeu8


５．実験装置仕様 

 

 ４．５ＧＨｚ帯 ２８ＧＨｚ帯 

５Ｇ基地局 

・超多素子アンテナ（６４素子） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

・超多素子アンテナ（９６素子） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

５Ｇ移動局 ２アンテナ素子 

・３２アンテナ素子（×２面） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

周波数帯域幅 １００ＭＨｚ幅 ７００ＭＨｚ幅 

ＭＩＭＯ多重数 ２レイヤ ２レイヤ 

 

 

６．各社の役割 

 

 役割 

ドコモ 
・試験全体の計画と推進 

・５Ｇ通信環境の構築／オペレーション 

東武鉄道 
・試験環境の提供 

・試験の推進 

日本電気 
・５Ｇ伝送装置の提供 

・試験の共同実施 

シャープ 
・８Ｋカムコーダー／８Ｋ映像伝送システムの提供 

・試験の共同実施 

インフォシティ 
・４Ｋ映像配信システムの提供 

・試験の共同実施 

 

＜参考＞ 東武鉄道ＳＬ復活運転プロジェクト（ＳＬ事業）について 

東武鉄道では、日光、鬼怒川エリアの活性化策、鉄道産業文化遺産の保存と活用を目的に全国の    

鉄道会社からご支援とご協力を得て、２０１７年８月に東武鬼怒川線でＳＬの復活運転を実現させました。  

土休日を下今市～鬼怒川温泉間で１日３往復「ＳＬ大樹」※を運行しています。 

ＳＬ大樹のご紹介は以下ＵＲＬよりご覧ください。 

http://www.tobu.co.jp/sl/ 
 

※ 現在、ＳＬ車両検査のため、ディーゼル機関車によるＤＬ大樹として運行しています。そのため、一部試験はＤＬ大樹に対して実施 

されました。 

 

http://www.tobu.co.jp/sl/

